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1 は  し が  き

全国的に,リ ンゴのわい性樹が植栽され,山形県におい

ても,早期多収 ,高品質のリンゴ栽培を目標に,M26台 を

中心として,栽培面積は漸増の傾向にある。

しかし,わい性樹は,土壊条件,穂品種,栽培管理等に

より,その生育が異なり,日標とする栽植距離に適合した

樹形,収量,品質を得ることが困難である。

そこで,本試験は,土壌条件が異なる場合のわい性樹の

生育について,比較検討した結果, 2 3の知見を得たの
で報告する。

2試 験 方 法

1)供試樹及び供試園

場内 : ふじ/M26(4π ×2π ), ふじ/マルバ (5π
×47)

朝日町 : ふじ//M26(4π ×2π )

仕立法は細がた紡錘形で5年生樹

2)土壊断面の特徴及び化学性

3)施肥

両園地とも植付け当時,苦土石灰 300均/10a全面散布
し,植穴に熔燐 2切施用したのみで以後無施用。

3試 験 結 果

1 土壌条件とM26台樹の生育
40"以下に礫が認められる朝日町の地上部の生育は, 1

～ 4年生枝以上までのすべての枝重, 1年生枝数,頂芽数

で場内より劣っていた (表 1)。

根の垂直分布は,朝 日町が 70"程度,場内が 150"程度

まで認められた。しかし,朝 日町の40昴以下の礫層には,

若千の根量が認められただけで,礫が根の生育の制限要因

となっていた。場内は,土性,土壌硬度,土壌化学性が良

好で,根の生育は非常に旺盛であったが,大中根の分布は

ほとんどが30"程度と朝日町と同様で細小根の分布が深い

部位まで認められた。

根の水平分布は,垂直分布ほどの差はなかったが,朝 日

町が場内よりも若千狭かった。

根の太さ別分布割合は,有効土層,根量,根域が異なっ

ても,朝日町 ,場内とも同様の傾向があり台本の特性と考

えられた (図 1)。

一方,朝 日町の枝槍中,根中N含量は,各部位とも,生

育の旺盛な場内より高かった。また,根中K,Mg含 量に
ついては反対に,朝 日町が各部位において場内より低かっ

た (表 2,3)。

2 ■26台樹とマルバ台樹の生育比較
場内は,極めて土壌条件が良好で,マ ルバ台樹より若千
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表 1 地上部の解体調査

房
1年生枝 2年生枝 3年生枝 4年生枝以上 総枝重

(均 )本 数
童 量
(り 頂芽数 花芽数

重 量
(ι′)
頂芽数 花芽数

重 量
(り )
頂芽数 花芽数

重 量
G′)

ふ じ/M26
(朝 日町 ) 10 17

Ｍ
内
／じ
場
ふ
く 84

ふじ/マルバ
(場  内 ) 606 93
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区 分
ふじ/M26(朝 日町 ) ふじ/M26(場内 ) ふじ/マルバ (場内 )

1年生枝 2年生枝 3年生枝 4年生枝 1年生枝 2年生技 3年生枝 4年生枝 1年生枝 2年生技 3年生枝 4年生枝

N%
P %

【 %

03%
Mg%

0 84

0 15

0 36

069

017

067

013

021

0 68

014

0 52

0 0'

0 22

061

011

0 37

006

017

0 48

0 07

079

017

0 26

102

0 13

0 52

012

0 23

067

011

031

0 07

0 20

053

008

0 30

0 06

017

0 56

007

066

0 15

0 39

0 59

011

0 43

010

0 23

0 46

009

0 29

0 06

014

035

0 06

0 26

005

014

0 39

004

表 2 枝槍中の成分含量

表 3 根中成分含量
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1) 大根 (径 1"以上 ),中根 (径 1～05昴 ),小根
(02～ 05“ ),細根 (02昴以下 )と した。
2)〔 〕は総根量に対する割合,%
3)()内 の数字は′

図 : 根群の垂直 ,水平分布

劣るが,旺盛な生育を示した (表 1)。

M26台樹の根量は,総根量 ,大中根量でマルバ台樹より

少なかったが,細小根量についてはM26台樹が反対に多く

特徴的であった (図 1)。

また ,根の垂直分布は,両台本とも150"程 度の深さま

で認められ,M26台樹であっても土壌条件が良好であれば,

深い層まで,根の分布が可能であることを示していた。ま

た,水平分布についても,両台木とも2π程度まで分布が

認められた。しかし,M26台樹の大中根の垂直分布は,土

壌条件が良好であっても,30"以内に大中根量のほとんど

が分布しており,かつ.大中根の水平分布もマルバ台樹よ

り狭く,樹を支える力はマルバ台樹より極めて弱いことを

示していた (図 1)。

一方,枝槍中,根中成分含量については,M26台樹が ,

マルバ台樹に比較して,N,Ca,Mg含 量で高い傾向であ
り特徴的であった (表 2,3)。

4 ま め

l M26台 樹は,土壌条件の相異が,根の垂直分布 ,特

に細小根の分布に大きな影響を及ぼした。その結果 ,地上

部の生育にも大きな差が認められた。

2 M26台樹の太さ別根群分布割合は,土壌条件が異な

っても同程度であった。

3 M26台 t‐lは ,土壌条件が良好であれば,マルバ台樹

と同じ根域まで根の生育が可能であり,地上部の生育も旺

盛であった。しかし,大中根量は少なく,分布も狭かった。

4 枝檎中,根中成分含量についてみると,N,Ca,Mg
含量は,マル 台ヾ樹よりM26台樹て高いのが特徴的であっt
5 今後,根群分布の土壌的制限因子について検討する
予定である。

区  分
ふじ/M26(朝 日町 ) ふじ/M26(場 内 ) ふじ/マルバ (場内 )

細 根 小 根 中 根 大 根 細 根 小 根 中 根 大 根 細 根 小 根 中 根 大 根

N%
P %

K%
Ca%

Mg%

1 43

0 22

0 55

081

018

1 34

0 22

0 44

0 84

019

1 24

018

0 39

092

017

1 03

0 15

0 32

0 76

0 09

1 02

026

064

0 84

0 30

101

0 27

0 54

0 84

031

1 07

0 26

0 52

0 83

0 29

0 73

017

0 37

0 55

0 14

088

0 17

045

057

017

0 89

017

0 48

051

015

0 90

0 17

045

0 46

0 12

071

0 15

0 23

0 31

0 06


